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1. 近年来の大 都市人口集中 に伴い， 近郊 地域への住

宅 スプロ ―ルは，は なは だしい。そ の結果，近郊 地域に

は，新興住宅民 と，地元民 が混在 するこ とになる。両 者

は，歴史的成立過程 も異 り， 自ず と，生活 様式, 生 活圏

域にちがいのあるこ とが予想され る。ここでは，両者 の

生活圏域のち がいを明らかにし 新しい地域社会づ くりの

資料 とするこ とが目的であ る。

2. 上の目的 に適 する対 象地とし て,奈良県生駒町（旧

村落地域・新興住宅地域），奈良県王寺町（旧村落地域･

新興住宅地域）をそれぞれ,  70～75戸抽出し ，ア ンケー

ト調査 を行なった。 なお対象抽出には，現地見 学２度 の

のち， 住宅地図上で選出し た。

3. 結果とし て，の両者 の生活圏域 の大き さは地元民

よりも， 新興住宅民の方 が大きい。②生活圏域 の性格 に

つい ては，地元民の中には隣接市町村や，奈良県へ の依

存がうかがえる。し かし ，新興住宅民の間では，それ ら

への依存の程度が少く， 直接大都市への依存 が大きい。

なお，このよ うな結果は，別のア ンケ ート結果であ る。

両者の生活施設要求のちがいに よっても うら づ け ら れ

る。


